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序 

章

会
社
創
立
前
史  

1
9
2
5
年
以
前

◉
レ
ー
ヨ
ン
の
創
出
と
工
業
化

繊
維
は
人
々
の
衣
・
食
・
住
と
い
う
生
活
基
盤
の
中
で
主
に「
衣
」を
支
え
、
衣
装
が
民
族
的
文
化
を

伝
承
す
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
繊
維
素
材
は
古
く
か
ら
国
境
を
越
え
、
交
易
の
対
象
で
あ
っ
た
。

絹
や
綿
花
、
羊
毛
な
ど
の
天
然
繊
維
は
産
出
地
域
が
限
ら
れ
、
そ
れ
ら
産
出
国
は
繊
維
原
料
と
し
て

絹
や
綿
花
な
ど
を
輸
出
す
る
こ
と
で
発
展
し
、
そ
れ
ら
以
外
の
国
々
で
は
原
料
を
輸
入
し
て
加
工
す

る
繊
維
産
業
が
製
品
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
。

交
易
の
商
材
と
さ
れ
て
き
た
繊
維
素
材
の
中
で
も
、
絹
は
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
中

国
か
ら
欧
州
へ
と
輸
出
さ
れ
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
絹
の
生
産
を
工
業
化
し
よ
う
と
い
う
も
く
ろ

み
は
早
い
時
期
か
ら
あ
っ
た
が
、
化
学
技
術
に
よ
る
人
造
繊
維
が
誕
生
し
た
の
は
、
19
世
紀
後
半
で

あ
っ
た
。
レ
ー
ヨ
ン
は
人
類
初
の
人
造
繊
維
で
あ
り
、「
人じ
ん

絹け
ん（
人じ

ん

造ぞ
う

絹け
ん

糸し

）」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、

高
価
で
あ
り
な
が
ら
衣
服
に
必
須
の
素
材
で
あ
っ
た
絹
の
代
替
品
と
し
て
創
製
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ー
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ヨ
ン
は
20
世
紀
初
頭
に
工
業
化
さ
れ
、
20
世
紀
半
ば
ま
で
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

レ
ー
ヨ
ン
の
生
産
は
、
１
８
８
３（
明
治
16
）年
に
英
国
人
ス
ワ
ン
、
翌
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ャ
ル

ド
ン
ネ
が
セ
ル
ロ
ー
ス（
繊
維
素
）を
酸
で
溶
解
し
て
細
い
孔
か
ら
押
し
出
し
、
均
質
な
糸
を
工
業
的

に
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
量
産
を
目
的
と
し
た
会
社
が
次
々
に
設
立
さ

れ
た
が
、
や
が
て
コ
ス
ト
面
な
ど
か
ら
ビ
ス
コ
ー
ス
法
が
主
流
と
な
っ
た
。
ビ
ス
コ
ー
ス
・
レ
ー
ヨ

ン
の
事
業
で
、
最
も
成
功
し
た
の
は
、
英
国
の
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
で
あ
っ
た
。

１
９
１
４（
大
正
３
）年
７
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
戦
場
と
化
し
た
欧
州
各
国
に
お

け
る
レ
ー
ヨ
ン
生
産
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
輸
入
量
は
急
減
し
価
格
も
高
騰
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
レ
ー
ヨ
ン
国
産
化
の
動
き
が
始
ま
り
、
18
年
に
最
初
の
メ
ー
カ
ー
が
誕
生
し
た
。

◉
三
井
物
産
に
よ
る
レ
ー
ヨ
ン
起
業
の
構
想

三
井
物
産
が
レ
ー
ヨ
ン
繊
維
の
内
需
増
を
見
込
み
、
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
と
独
占
販
売
契
約
を
結
ん

だ
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
19
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
レ
ー
ヨ
ン
糸
の
需
要
は
順
調
に

増
加
し
、
輸
入
量
は
23
年
に
は
前
年
比
５
倍
近
い
１
０
０
万
ポ
ン
ド（
約
５
０
０
ト
ン
）を
超
え
、
そ
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の
大
半
（
約
80
％
）
は
三
井
物
産
が
取
り
扱
う
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社

製
品
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
特
に
米
国
経
済
が
好
調
に
推
移
す
る
中

で
、
欧
州
各
社
が
大
増
産
し
輸
入
価
格
が
下
落
し
た
。
国
内
メ
ー

カ
ー
保
護
の
た
め
、
輸
入
関
税
引
き
上
げ
の
必
要
性
が
活
発
に
論

じ
ら
れ
始
め
た
。
三
井
物
産
に
と
っ
て
レ
ー
ヨ
ン
輸
入
販
売
事
業

は
重
要
な
収
益
源
で
あ
り
、
関
税
引
き
上
げ
と
な
れ
ば
販
売
面
で

大
き
な
痛
手
と
な
る
こ
と
か
ら
、
社
内
で
は
国
産
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
社
内
で
レ
ー
ヨ
ン
国
産
化
が
具
体
論
と
し
て
語
ら
れ
出
し
た
の
は
、
23
年
９
月
の
関
東
大
震
災

直
後
の
こ
と
で
、
推
進
派
の
中
心
人
物
は
、
筆
頭
常
務
取
締
役
の
安
川
雄
之
助
で
あ
っ
た
。
安
川
は
、

コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
と
の
提
携
が
実
現
し
技
術
移
転
が
図
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
品
質
優
良
な
レ
ー

ヨ
ン
糸
の
生
産
が
期
待
で
き
る
と
考
え
、
23
年
11
月
、
技
術
提
携
に
つ
い
て
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
に
打

診
す
る
よ
う
、
同
社
欧
州
監
督
役
の
瀬
古
孝
之
助
取
締
役
に
指
示
し
た
。
し
か
し
、
瀬
古
に
よ
る
打

診
を
受
け
た
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
の
反
応
は
極
め
て
緩か
ん

慢ま
ん

で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
三
井
物
産
は
国
産
化
の
動
き
に
先
行
し
て
、
国
内
の
既
存
レ
ー
ヨ
ン
製
造
会
社
と
の
間

安川雄之助
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で
独
占
販
売
契
約
締
結
の
可
能
性
を
模
索
し
た
が
、
当
時
優
良
レ
ー
ヨ
ン
製
造
会
社
で
あ
っ
た
帝
国

人
絹
や
旭
絹
織
へ
の
介
入
は
困
難
と
の
結
論
を
得
た
こ
と
か
ら
、
い
よ
い
よ
新
た
な
人
絹
製
造
会
社

設
立
を
決
断
す
る
に
至
っ
た
。
安
川
は
、
①
三
井
物
産
が
大
半
を
出
資
し
て
本
格
的
な
レ
ー
ヨ
ン
製

造
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
、②
そ
の
会
社
は
外
国
人
技
術
者
の
指
導
の
下
に
自
力
で
工
場
を
操
業
し
、

③
三
井
物
産
と
独
占
販
売
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
、
そ
し
て
④
必
要
な
機
械
の
購
入
と
外
国
人
技
術

者
の
斡
旋
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
の
オ
ス
カ
ー
コ
ー
ホ
ン
社
に
依
頼
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

◉
レ
ー
ヨ
ン
製
造
会
社
設
立
に
向
け
て

当
時
の
三
井
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
は
、
三
井
家
同
族
が
持
株
会
社
で
あ
る
三
井
合
名
会
社
の
資

本
を
閉
鎖
的
に
所
有
し
、
傘
下
事
業
会
社
を
統
轄
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三

井
合
名
は
傘
下
会
社
に
対
し
て
、
①
取
締
役
会
報
告
の
提
出
、
②
株
主
総
会
前
の
業
務
報
告
会
の
開

催
、
③
経
理
報
告
、
④
各
社
役
員
・
幹
部
人
事
に
つ
い
て
の
事
前
承
認
な
ど
を
義
務
付
け
て
い
た
。

傘
下
会
社
の
う
ち
主
要
な
会
社
、
す
な
わ
ち
三
井
物
産
、
三
井
鉱
山
な
ど
に
つ
い
て
は
よ
り
強
固
な

統
括
手
段
が
取
ら
れ
、
重
要
案
件
は
各
社
の
取
締
役
会
で
決
議
さ
れ
て
も「
未
決
」と
し
て
三
井
合
名



012

理
事
会
に
提
案
さ
れ
、
そ
の
場
で
審
議
・
承
認
さ
れ
て
初
め
て「
可
決
」と
な
っ
た
。

25
年
９
月
22
日
、
三
井
物
産
は
取
締
役
会
に
お
い
て
、「
人
絹
製
造
会
社
設
立
の
件
」を
議
案
と
し

て
審
議
の
上
で
決
議
し
、
三
井
家
の
ル
ー
ル
に
則
り「
未
決
」と
し
て
４
日
後
の
26
日
に
開
催
さ
れ
た

三
井
合
名
理
事
会
に
提
案
し
た
。
し
か
し
、
安
川
が
三
井
合
名
理
事
長
で
あ
っ
た
團だ
ん

琢た
く

磨ま

ら
に
根
回

し
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
内
に
開

催
さ
れ
た
複
数
回
の
理
事
会
で
は
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
承
認
は
先
送
り
さ
れ
た
。
本
件
が
正

式
に
承
認
さ
れ
た
の
は
、
翌
26
年
１
月
13
日
の
理
事
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
一
方
、
社
名
を
東
洋

レ
ー
ヨ
ン
と
予
定
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ヨ
ン
製
造
会
社
の
創
立
総
会
は
前
日
の
12
日
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
東
レ
の
創
立
後
、
三
井
合
名
は
事
後
承
認
を
し
た
の
で
あ
る
。

工
場
の
立
地
選
定
は
、
10
万
坪（
33
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）以
上
で
、
豊
富
か
つ
安
定
し
た
水
量
の
得

ら
れ
る
河
川
の
近
傍
で
、
水
質
は
優
良
で
あ
る
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

た
め
、実
地
踏
査
に
十
分
な
日
数
を
か
け
る
こ
と
と
し
た
。
25
年
６
月
に
は
踏と
う

査さ

旅
行
が
始
め
ら
れ
、

踏
査
地
点
お
よ
び
水
質
の
検
査
は
以
降
３
カ
月
間
に
合
計
22
カ
所
に
及
ん
だ
。
い
く
つ
か
の
候
補
地

を
検
討
し
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
も
乗
り
越
え
つ
つ
、
最
終
的
な
候
補
地
と
さ
れ
た
琵
琶
湖
西
南
の
石
山
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地
区
は
滋
賀
県
石
山
村
一
帯
で
、
当
時
は
人
家
が
な
く
水
田
・
陸お

か

稲ぼ

地
帯

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
は
、
京
都
・
福
井
両
機
業
地
に
交
通
・
輸
送
の
便
も
あ

り
、
湖
か
ら
得
ら
れ
る
水
量
・
質
と
も
に
問
題
が
な
く
、
西
側
の
丘
陵（
園

山
）
を
含
め
、
は
じ
め
か
ら
優
れ
た
工
場
立
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
用

地
全
部
す
な
わ
ち
約
14
万
５
０
０
０
坪（
約
48
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）の
買
収

が
完
了
し
た
の
は
26
年
４
月
の
こ
と
で
あ
り
、
買
収
金
額
は
約
１
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。

25
年
秋
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
で
は
機
械
発
注
と
技
術
者
招
請
に
向
け
た
交

渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。依
頼
先
の
オ
ス
カ
ー
コ
ー
ホ
ン
社
は
、技
師
長
と
し
て
イ
タ
リ
ア
人
ミ
ネ
リ
ー

を
選
び
、
製
造
担
当
と
し
て
英
国
人
ス
タ
ー
レ
ー
、
工
務
担
当
と
し
て
ド
イ
ツ
人
ケ
ー
ラ
ー
を
推
薦

し
た
。
三
井
物
産
側
の
要
望
を
満
た
す
た
め
、
オ
ス
カ
ー
コ
ー
ホ
ン
社
は
コ
ー
ト
ー
ル
ズ
社
Ｏ
Ｂ
を
引

き
抜
く
な
ど
、
欧
州
各
国
か
ら
化
学
者
、
技
術
者
、
職
工
な
ど
20
人
を
超
え
る
人
々
を
渡
航
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
前
後
し
て
、
日
本
人
技
術
者
の
採
用
も
行
わ
れ
た
。
新
会
社
の
基
本
方
針
と
し
て
、

技
術
は
外
国
人
技
師
に
依
存
し
、
社
内
の
技
術
者
は
新
卒
者
を
採
用
し
養
成
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

滋賀工場建設用地


